
Ⅲ 参考資料 

 

映像教材を使用した授業展開例①②③で使用できるワークシート等です。 

必要なものをコピーして生徒に配布し活用してください。 
 

（資料 1）自己診断票 

 

 

 

 

 

（資料 2）展開例①ワークシート・解答例 

 

 

 

 

 

 

 

（資料 3）展開例②ワークシート 

 

 

 

 

 

 

 

（資料 4）展開例③ワークシート  

 

 

 

 

  

（資料 5）配布資料 

 

 

 

  

 

 

 

その他参考資料 

  

  

展開例①、②、③ともに、展開あるいはまとめで配布し、静かに自身を振り返った

り、友達の状況を思いやったりする時間に使ってください。回収はしないことを前

提に内省させることが適切と考えます。 

 

ＤＶで見られる暴力の種類やＤＶを起こす要因など、ＤＶの基礎知識を理解しま

す。映像教材を視聴しながら、各自で書き取らせましょう。「デート編」「スマホ編」

では、気付いたことをメモさせてください。グループで話し合うことで相談を受

けた場合の対応について考えを深めて行きます。 

「これはイヤ」「これはダメ」と感じた発言、行動を書き出しましょう。また、相談を

受けた友人の対応について違いを書き出し、グループで話し合いましょう。自分

が相談を受けた場合について、気をつけたいことや相手に伝えたい言葉を書き

出してみましょう。 

スマホ編を視聴して、先のデート編を参考にしながら自分が相談を受けた場合を

考えてロールプレイをしてみましょう。お互いにどのような気持ちになるか感想を

述べ合い、よりよい相談のあり方を考えます。 

本時のまとめになっています。授業の（整理）の時間に生徒に自己診断票の記入

を促し、この資料を配付して、暴力は絶対許されないこと、デートＤＶが続くと健

康まで損なうこと、そしてＤＶに気付いた場合の対応を再度確認してください。そ

して相談機関の紹介を各自の手元に届けてください。 

教職員の皆様への参考資料となっています。デートＤＶは暴力がエスカレートする

危険性があるため、関係先との連携が必要となる場合もあり、学校全体の組織体

制が重要です。日頃から生徒の委員会活動に取り入れ、研修会を実施してオープ

ンに取り組んでいくことが肝要です。被害・加害生徒への対応についてもポイント

をまとめています。 



チェックしてみよう！ 
 

暴力の被害にあっていないか、又は暴力を振るっていないかをチェックしてみまし

ょう。 
 

こんなことをされた経験がある人は□に△を、逆に相手に行ったことがある人は

×を入れましょう。また、自分はなくても、友人からこのような話を聞いたことがあ

る人は〇を付けてください。 
 

□ １ 殴られたり、けられたり、髪の毛を引っ張られたりする。 

□ ２ 
暴力を振るわれたとき、相手に「怒らせるようなことを言ったから

だ」などと責められる。 

□ ３ 
相手の要求を受け入れないと、機嫌を損ねるのでいつも怖いと感

じている。 

□ ４ 「バカ」「デブ」「ブス」など、バカにしたようなことを言われる。 

□ ５ 異性の友だちと仲良くしていると責められる。 

□ ６ 携帯電話のメールや通話履歴などをチェックされる。 

□ ７ 電話に出なかったり、メールをすぐに返信しないと怒られる。 

□ ８ 友だちのメールアドレスを消される。 

□ ９ 他の用事で会えないと、相手がふてくされたり、怒ったりする。 

□ 10 別れようとすると「つきまとってやる」「自殺する」などと脅される。 

□ 11 キスや性行為を強要される。 

□ 12 お金や高価なプレゼントを要求される。 

 

このような経験がある場合は、相手との関係をもう一度見直してみましょう。 

ここに挙げたことは、暴力のほんの一例です。何か不安に思うことがあれば、 

ひとりで悩まず、信頼できる大人や、専門の相談機関へ相談しましょう。 

  



映像教材を視聴しながら、次のことについてメモを取り記録してください。 

 

 １ ＤＶで見られる暴力の種類は？ 

 

（       ）的暴力･･･殴る、蹴る、突き飛ばす、髪の毛をつかんで引っ張る、ものを投げ 

つける、壁や床に押しつける 

 

（       ）的暴力･･･大声で怒鳴る、馬鹿にした言葉や否定的なことを言う、友だち付
き合いを制限する、バカにする、命令する、気に入らないと怒る 

 

（       ）的暴力･･･相手の気持ちを無視して性的な行為をする、嫌がっているのに 

裸の写真や映像を撮る、嫌がっているのに身体を触る 

 

（       ）的暴力･･･不本意にいつもデート代を払わせる、無理矢理ものを買わせる 

 

 

 ２ ＤＶを起こす要因は？ 

 

 （           ）･･･二人は特別な関係で、相手は自分だけのモノ 

 

  ⇒☆自分の思い通りに支配したいため、相手を怖がらせ暴力を振るいます。  

 

 （           ）･･･親密な関係の中での暴力容認の風潮 

 

  ⇒☆暴力で相手を思い通りにすると、相手の心や身体を深く傷つけてしまいます。 

 

 （           ）･･･社会によって作られた「男性像」「女性像」 
 

  ⇒☆二人の関係を対等ではない上下・主従の関係にゆがめてしまうことがあります。 

 

 

 ３ 「デート編」で気付いたこと、考えたこと 

 

 

 

 

４ 「スマホ編」で気付いたこと、考えたこと 

 

 

 

 

５ 自己診断をして気付いたこと、考えたこと等、本時の感想 

  



回答例 
 

 映像教材を視聴しながら、次のことについてメモを取り記録してください。 

 １ ＤＶで見られる暴力の種類は？ 

（ 身 体 ）的暴力･･･殴る、蹴る、突き飛ばす、髪の毛をつかんで引っ張る、ものを投げ 

つける、壁や床に押しつける 

 

（ 精 神 ）的暴力･･･大声で怒鳴る、馬鹿にした言葉や否定的なことを言う、友だち 

付き合いを制限する、バカにする、命令する、気に入らないと

怒る 

 

（  性   ）的暴力･･･相手の気持ちを無視して性的な行為をする、嫌がっているのに 

裸の写真や映像を撮る、嫌がっているのに身体を触る 

 

（ 経 済 ）的暴力･･･不本意にいつもデート代を払わせる、無理矢理ものを買わせる 

 

 

 ２ ＤＶを起こす要因は？ 

 （ 支配したいという欲求 ）･･･二人は特別な関係で、相手は自分だけのモノ 

  ⇒自分の思い通りに支配したいため、相手を怖がらせ暴力を振るいます。  

 

 （ 暴力の容認      ）･･･親密な関係の中での暴力容認の風潮 

  ⇒暴力で相手を思い通りにすると、相手の心や身体を深く傷つけてしまいます。 

 

 （ 男らしさ女らしさの偏見 ）･･･社会によって作られた「男性像」「女性像」 
   ※ジェンダーバイアスも可 

  ⇒二人の関係を対等ではない上下・主従の関係にゆがめてしまうことがあります。 

  



視聴した事例について、次の順にグループメンバーで話し合い、意見・感想をまと

めましょう。 

 

１ 彼（彼女）の発言について  
「これはイヤ」「これはダメ」と感じた発言、行動を書き出し、グループで話し合いましょう 

 

 

 

 

 

２ 相談を受けた友人の対応について  
友人二人のそれぞれの相談について、違いをグループで話し合いましょう 
 

 

 

 

 

自分が相談を受けた場合、どのように相談に乗るでしょうか。特に気を付けたいことや、 

相手に伝えたい言葉を書き出してみましょう 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

３ 自己診断をして気付いたこと、考えたこと等本時の感想 

 

 

 

 

 

  

 

 



ロールプレイングをしてみよう 
 

事例②のスマホ編を視聴して、あなたが優斗から相談を受けた場合、どのように答

えますか。 
 

１ 役割を決めて、演じてみましょう。 

 

（優斗役） 
 

 

 

 

 

 

（自分） 
 

 

 

 

 

 

第 1回目のロールプレイをしてみての優斗役と自分の感想 

 

 

 

 

 

 

 

２ 他の人のロールプレイを見て、よかったところを取り入れ、もう一度チャレンジ！ 

 

（自分） 

 

 

 

 

 

 

 

３ 自己診断をして気付いたこと、考えたこと等本時の感想  
 

 

 

 

あやかから来た SNSにすぐに返信しなかったら浮気を疑われ

て、俺のスマホに入っている女子の連絡先を消去され、連絡が

取れないようにされたんだ。ちょっと酷くない？ 

 

 

 



お互いを尊重できる関係をつくるために 

 
■■彼と彼女がよりよい関係で、幸せな恋愛を続けるために 
☆ 自分を大切にしましょう 

☆ 相手を尊重しましょう 

☆ お互いの気持ちを伝え合いましょう 

 

■■デートＤＶが続くとどうなる 
☆ 自尊感情が低下します 

☆ いつもビクビクしています 

☆ 自分で判断・決定ができなくなります 

☆ 無気力になります 

☆ 健康や生活にも影響します 

 

■■デートＤＶに気付いたら 
☆ 自分たちのデートＤＶに気付いたら 

 

 

☆ 友達のデートＤＶに気付いたら 

 

 
 

聞 き 方 決して責めないで、二人の間で起こっていることをていねいに聞きましょう。 

伝える言葉 
「あなたは悪くないよ」「どんな時でも暴力は間違っている」「あなたの味方よ」 

「応援するよ」「どんなことでも聞くから話してね。 」 

ＮＧワード 「別れたらいいのに」「それは仕方ないよ」「男（女）なら当たり前」 

 

 

 

 

 

 
 

祝日・年末年始は両センターともに休館です。 

緊急時は警察に相談してください。 

暴力は絶対許されない 

自分の意見を言うといつも否定され怒られる関 

係が続くと、自分が悪いと思い込み、自信がなく 

なり相手のいいなりになってしまいます。恐怖や 

ストレスから健康も損ないます。 

「私が悪いから」と自分を責めないで一人で悩ま 

ず相談しましょう。そして信頼できる大人に相談 

してください。 

友達の話をよく聞いてください 

自分たちだけで 

解決しようと思わない 

一緒に信頼できる 

大人に相談しましょう 

相談機関を教えて 

あげましょう 

相談機関の紹介 

愛媛県福祉総合 

支援センター 

089-927-3490 
月～金 8：30～17：15 

愛媛県男女共同 

参画センター 

089-926-1644 
火～日 8：30～17：30（土日は16：30まで） 


